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東京都犯罪被害者等支援施策検討委員会（令和７年度第３回） 議事要旨 

 

日 時 令和８年３月 26日（木） 午前 10時 30分から午後 0時 00分まで 

場 所 都庁第一本庁舎 33階 Ｓ５会議室 

出席者 別紙のとおり 

欠席者 なし 

議 題 １ 第５期東京都犯罪被害者等支援計画について 

要 旨  

（１）議題１ 第５期東京都犯罪被害者等支援計画について 

〇 資料１、２、３-１、３-２を事務局から説明後、議論が行われ、計画について了承された。 

 

〇今後、施策を進めるにあたっての主な意見 

・計画に記載されている事業について、制度の利用実績などから、効果検証を実施することも

念頭に置くとよい。 

・区市町村における犯罪被害者等支援条例の制定後も、東京都のバックアップが必要。 

 ・医療機関との連携については、数の拡大のほか、東京都の研修受講の促進など、効果的な連 

携の在り方を検討していくことも重要。 

 ・犯罪被害者等の精神的・身体的被害からの回復等のための休暇制度導入が進むとよい。 

 ・新規制度等について、被害者に対して分かりやすい案内がされるとよい。 

 ・犯罪被害相談窓口について、幅広い年代層の認知度が上昇するよう広報活動を行っていただ

きたい。 
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別 紙  

東京都犯罪被害者等支援施策検討委員会 委員名簿 

○委員 

役  職  等 氏  名 

武蔵野大学通信教育部人間科学部 講師 淺
あさ

野
の

 敬子
け い こ

 

公益社団法人被害者支援都民センター 理事長 飛鳥
あ す か

井
い

 望
のぞむ

 

全国犯罪被害者の会（新あすの会）会員 糸賀
い と が

 美恵
み え

 

 帝京平成大学人文社会学部 教授 大塚
おおつか

 淳子
あ つ こ

 

中央大学 名誉教授 椎橋
しいばし

 隆
たか

幸
ゆき

 

弁護士（しみず法律事務所） 清水
し み ず

 卓
たく

 

（五十音順、敬称略） 

○オブザーバー 

警視庁総務部企画課犯罪被害者支援室長 奥田
お く だ

 暁
あき

宏
ひろ

 

（敬称略） 


